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「春闘アンケート」は、取り組み期間が指定されている上、30日に道本部必着という担当者泣かせの非常にタイトな日程です。

本日午後から宅配便で北海道本部へ送ります。ご多忙のところ恐縮ですが、各支会長さんにおかれましては、午後からすぐに組織部の樋口（保健福祉課）へご持参願います。　　　　　　　　　　　　　（組織部長）

	
道本部 効果的な「アンケート」つくろう！

	１０月２６日、自治労会館で国民春闘アンケーの実施に向けて、道本部2011国民春闘アンケート学習会 兼 質問内容の検討会を開いた。毎年行われている調査は、組合員の生活・家計状況や国民春闘に対する要求づく
	
	
	りを把握し、たたかう方針に資するもの。
今回は、釧路短期大学の杉本龍起教授から「日本経済の現状と課題－2011春闘にむけて」の講演を受けた。杉本教授は「相対的に『豊か』でありながらも、格差が温存して

	



















































































































































































政府の環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）方針に関する見解


⑤　今回のＴＰＰ構想は、アメリカ主導で進められているものである。現在、日中韓とＡＳＥＡＮとの経済連携（ＡＳＥＡＮ＋３）の検討が進められアジア経済圏形成か図られようとすることに対するアメリカのけん制であることが指摘されている。さらに、ＴＰＰに中国や韓国は参加しないため、これまで政府が進めてきた東アジア共同体構想とも矛盾するものである。


⑥　世界の貿易等のルール作りは、本来は世界貿易機関（ＷＴＯ）において進められるべきである。世界大戦の原因となったブロック経済の反省から生まれた国際的な協議機関を軽視することを進めていくべきではない。なお、現在の農産物輸出国に有利なＷＴＯのルールの改正も目指す必要がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





　以上のように、ＴＰＰは多くの問題点や懸念を抱えており、これらについて正確な情報や分析がなされていない段階では、軽々に参加を前提とした協議を進めるべきではない。特にアジアとともに持続的発展を目指すことこそ、長期的な「国家戦略」とすべきであり、農業など第一次産業への懸念を払拭する国内の抜本的政策が示されないまま、短期的な一部輸出産業の利害のみで判断すべきではない。


平和フォーラムは今後とも、農業を含む各国の産業が共存できる貿易ルールを求めて運動をおこなっていく。また、環境保全的農業の発展を含む農業基盤の維持強化によって食料自給率向上と食料安全保障の確保をはかるよう求めていく。　　　　　　【おわり】


























打電やＥメールって手間がかかりケッコウ大変です。津別町職は道本部から提起される全ての行動を取り組んでいます！





お子さんに


お伝えください











打電・文書送付の取り組み【１０下旬~１１月】





自治労道本部や連合の提起にもとづき、町職として次のとおり取り組みました。





鹿児島川内原発３号機増設反対要請　　９／１３　前回Ｖol.94で報告もれ


【打電先】要請：薩摩川内市長、薩摩川内市議会議長





日米共同訓練の中止を求める緊急抗議　　１０／２８　


　【Ｅメール先】抗議：防衛大臣





③ 米空軍戦闘機・千歳基地訓練移転に反対する抗議　１１／４


【Ｅメール先】抗議：防衛大臣








④ 私鉄総連永楽観光バス支部組合員の解雇問題に対する支援　　１１／１４


【打電先】激励：私鉄総連永楽観光バス支部　　抗議：安全永楽交通（株）





⑤ 泊原発３号機プルサーマル計画の許可に対する緊急抗議　　　１１／２６


【Ｅメール先】抗議：経済産業大臣、北海道電力（株）





いる。日本経済の安定にも"構造改革”が必要」と強調した。その後、今年のアンケートの設問内容について検討した。


「アンケート」の結果については、年明け１月７日～８日の「2011道本部国民春闘討論集会」で報告し、機関紙『自治労北海道』とホームページに掲載する。


【北海道本部ＨＰから】














津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


